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取
引
や
証
明
に
使
用
さ
れ
る
計
量
器
（
は

か
り
）
は
、
２
年
に
１
度
の
定
期
検
査
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

前
回
受
検
さ
れ
た
方
へ
は
別
途
通
知
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
６
月
29
日
（
木
）

及
び
30
日
（
金
）
に
西
ノ
島
町
内
に
て
検

査
を
行
い
ま
す
。

　

該
当
の
方
は
ご
調
整
の
う
え
、
左
記
の

い
ず
れ
か
の
場
所
で
受
検
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
別
府
地
区　

６
月
29
日
（
木
）

　
　
　
　
　

時
間
：
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
　

場
所
：
別
府
交
通
セ
ン
タ
ー

●
美
田
地
区　

６
月
29
日
（
木
）

　
　
　
　
　

時
間
：
13
時
〜
15
時

　
　
　
　
　

場
所
：
美
田
児
童
館

●
浦
郷
地
区　

６
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　
　

時
間
：
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　

場
所
：
ノ
ア
（
中
央
公
民
館
）

　

詳
し
く
は
、
観
光
定
住
課
（
７
‐

８
７
７
７
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

隠
岐
の
文
化
財
情
報
誌
、
新
刊
の
ご
案
内

　

隠
岐
の
文
化
財
第
34
号
（
島
前
の
文
化
財
通
巻
第
46
号
）
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

表
紙
は
、
海
士
町
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
村
上
助
九
郎
邸
（
海
士
町
大
字
海

士
１
７
０
０
‐
２
）
で
す
。

〈
内
容
〉

巻
頭
言
／
隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会　

教
育
長　

村
尾
秀
信

隠
岐
の
島
の
方
言
／
国
立
国
語
研
究
所　

木
部
暢
子　

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
士
町
村
上
家
文
書
の
調
査
・
整
理
と
村
上
家
資
料
館
設
立
に
関
わ
っ
て

　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
京
都
造
形
芸
術
大
学　

栗
本
徳
子　
　

  

隠
岐
の
島
町
一
夜
嶽
神
社
の
磐
座
を
訪
ね
て
／
荒
神
谷
博
物
館 

平
野 

芳
英  　
　
　

知
夫
里
島
の
お
大
師
参
り
に
つ
い
て
／
知
夫
村
文
化
財
保
護
審
議
会　
　

山　

穂　

都
万
層
か
ら
新
た
に
見
つ
か
っ
た
脊
椎
動
物
の
化
石
に
つ
い
て

／
隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会　

研
究
員　

平
田
正
礼　
　
　

   

隠
岐
諸
島
新
産
の
植
物
（
10
）
サ
サ
バ
モ
／ 

海
士
町　

丹
後
亜
興 　
　
　

            

隠
岐
諸
島
コ
ケ
植
物
目
録
（
Ⅱ
）
／ 

海
士
町　

丹
後
亜
興　
　

                           

隠
岐
関
連
書
籍
新
刊
紹
介
／
隠
岐
の
島
町
図
書
館                                               

･･････････････････････････････････････････････････

隠
岐
の
長
者
村
上
助
九
郎
と
長
者
番
付
／
鍛
冶
宏
介                                           

江
戸
時
代
末
の
宗
教
事
情
―
西
村
田
中
家
（
北
尾
）
文
書
を
読
む
／
森　

修　
　

  

　
※
新
刊
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
共
に
１
２
０
０
円
（
税
込
）
で
実
費
販
売
（
送
料
別
）
い

   
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
購
読
下
さ
い
。

　

詳
し
く
は　

西
ノ
島
町
教
育
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
８
５
１
４
‐
６
‐
０
１
７
１　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
５
１
４
‐
６
‐
１
０
２
８

　

島
根
県
司
法
書
士
会
の
司
法
書
士
が
、
遺

産
相
続
や
遺
言
、
不
動
産
の
売
買
、
お
金
の

貸
し
借
り
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　

会
場
、
日
程
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

予
約
先
は
、
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー　

０
８
５
２
‐
６
０
‐
９
２
１
１
、
受

付
時
間
は
毎
週
月
・
火
・
木
曜
日
の
12
〜
15

時
ま
で
で
す
。

●
海
士
町
会
場

　

日
時
：
平
成
29
年
７
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
17
時

　

場
所
：
海
士
町
役
場

　
　
　
（
海
士
町
大
字
海
士
１
４
９
０
）

●
知
夫
村
会
場

　

日
時
：
平
成
29
年
７
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
〜
11
時
30
分

　

場
所
：
知
夫
村
役
場
（
知
夫
村
１
０
６
５
）

※
各
会
場
、
予
約
が
な
い
場
合
は
終
了
予
定

時
間
よ
り
も
早
く
終
了
し
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
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島
根
県
で
は
、
既
存
の
一
戸
建
住
宅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
の
対
象
と
な
る
の
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
関
す
る
一
定
の
整
備
基
準
を
満

た
す
た
め
の
既
存
住
宅
の
改
修
工
事
及
び

そ
の
他
高
齢
者
が
安
全
に
生
活
す
る
た
め

に
必
要
な
工
事
、
機
器
等
の
設
置
で
す
。

　

詳
し
く
は
（
一
財
）
島
根
県
建
築
住
宅

セ
ン
タ
ー
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
既
存
の
住
宅
を
高
齢
者
に
と
っ
て
安

全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
に
整
備

し
ま
し
ょ
う
。

●
募
集
期
間
：
平
成
30
年
２
月
15
日
（
木
）
ま
で

●
補
助
金
額
：
工
事
費
の
23
％
以
内
の
額
で
、

　
　
　
　
　

 

１
戸
当
た
り
上
限
40
万
円

●
助
成
条
件
：

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
も
し
く
は
身
体
障

　

が
い
者
と
同
居
、
ま
た
は
55
歳
以
上
の

　

世
帯
主
が
居
住
す
る
住
宅

②
改
修
後
、
住
宅
が
一
定
の｢

整
備
基
準｣

　

に
適
合
す
る
こ
と

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

（
一
財
）
島
根
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

０
８
５
２
‐
２
６
‐
４
５
７
７

島根県看護学生修学資金貸与生の募集

○対象：保健師養成施設、助産師養成施設、看護師や准看護師の養成施設に在学中で、卒業後島根県内
　　　　または島根県内の過疎地域・離島の医療機関で勤務しようとする方
○募集人数：①全県対象枠　４０名以内　、②過疎地域・離島枠　２０名以内
　　　　　　※いずれも予算の範囲内
○貸与額（月額）：

区分 全県対象枠 過疎地域・離島枠
保健師養成施設、助産師養成施設

または看護師養成施設に在学する人

国公立 32,000 円
民間立 36,000 円

准看護士養成所に在学する人 民間立 21,000 円
看護師の免許を取得し、修士課程において看護

に関する専門知識を習得しようとする人

国内 83,000 円
国外 200,000 円

〇貸与期間：貸与決定日の属する月から卒業する日の属する月まで
　　　　　　（ただし、正規の修業年限内。留年・休学等の期間は除く）
〇返還免除の要件：①全県対象枠　　　 ５年（ただし、島根県内の指定医療機関に限る）
　　　　　　　　　②過疎地域・離島枠　5年（ただし、島根県内の過疎地域・離島の指定医療機関に限る）
　　　　　　　　　※①②卒業1年以内に看護職員の免許を取得する必要があります。

○対象：助産師養成施設の最終学年に在学し、卒業後島根県内の医療機関等（指定機関）で所定の期間勤
　　　　務する意思のある方
○募集人数：１０名
○貸与額：１２０万円　在学中１回限り、一括貸与
〇返還免除の要件：5年（ただし、島根県内の指定医療機関に限る）
　　　　　　　　　※卒業1年以内に助産師の免許を取得する必要があります。

※申込締切は６月27日（火）当日消印有効です。
※所定の期間、県内の医療機関で勤務した場合には、修学資金の返還が免除されます。
詳細は、島根県看護職情報ネット（http://www.shima-kango.net/）に掲載している募集要項をご確認
ください。

島根県健康福祉部医療政策課　看護職員確保グループ　TEL：0852-22-5613


